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単位：千円／㎡
大阪市内の幹線道路沿いの公示価格の推移
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－通・筋の由来－

[平成22年地価公示の概要]

国土交通省が3月18日に発表した平成22年1月1日時点の公示地価によると、全国的に地価
の下げ幅は拡大し、上昇地点数は、わずか7地点（2万7410地点中）と地価公示制度開始（昭和
45年）以来、最少となりました。特に三大都市圏での下落は顕著であり、特に中心商業地は平
均で2桁を超える下落率を示しました。
しかしながら、昨年を上半期と下半期に分けて比較すると、下半期の下げ幅は上半期よりも縮
小しており、地価下げ止まりの兆しと捉えられています。

東京圏も前述のように公示地価は大きく下落しましたが、賃料下落に伴って新規の賃借需要
が回復しつつあるとの民間の調査結果が既に出ており、市況改善の様子が伺われます。東京
圏に限れば、秋口が底で来春には反転するとの見方もあります。

一方、大阪圏に対しては悲観的な意見が多い様です。大阪市では、本年（平成22年）から平
成24年にかけて大量の新築オフィスビルの供給が見込まれていますが、民間調査によれば、中
心商業地における新築ビルの空室率が平均で40％を超えるなど、現状でも供給過剰の状態で
す。加えて、東京への本社・本店の移転（最近では日清食品、大林組等）、大阪支店の機能縮
小等、オフィス需要は落ち込んだままです。
大阪圏でも、半期別に分析すると地価の下げ幅の縮小は確認できますが、東京圏や名古屋
圏と比較すると弱い動きとなっています。
　
弊社鑑定部は社内に不動産仲介部門も併設されているメリットを生かし、市況の変化にすば
やく対応いたします。また、不動産評価に留まらず、鑑定評価の立場から見た不動産の有効活
用についての提言等にも対応いたしますので、不動産に関することについては東洋プロパティ
株式会社に是非ご相談ください。

大阪市内の中心商業地には東西の街路を「町」又は「通」とし、南北を「筋」とする区別が見ら
れます。先日発表されました地価公示の内「通」・「筋」に面した公示地を整理し、一覧表にまと
めました。
主要幹線道路沿いの価格バランスを考える「物差し」になるかと考えております。

本来は一つづきに続いている道路､またはその方向・方角などの意で､通・筋ともに街路名に

添えて用いる。大阪では「宝暦町鑑」に､「東西のすぢハ通りと云､南北の筋ハ其まゝ筋の字を

付く。たとへば高麗橋筋は東西の筋なれば高麗橋通と書､堺筋ハ南北のすぢ故堺筋と書類

也」 とあり､一部の例外を除いて､大阪城から出て川口に至る東西の道を通､これに交差する

南北の街路を筋と呼ぶ例で､現在の都市計画道路の愛称にも､この方式を採用している。

（大阪府地名大辞典より）


